
次日VII 

目

は
し
が
き

第
一
章

第
二
章

次

ー
現
代
の
書
を
再
考
す
る
も
う
一
つ
の
鍵
|

III 

童
日
の
結
社

ー
西
冷
印
社
の
誕
生
を
例
に
l

I 

今
に
続
く
印
学
の
メ
ッ
カ

2

/
「
古
今
極
聯
葉
刻
」
に
み
る
呉
隠
の
交
友

吋
小
長
麗
館
集
帖
い
と
上
海
芸
苑

m
w
/
近
代
美
術
社
団
に
お
け
る
西
冷
印
社

M

海
上
題
襟
館
金
石
室
田
画
会
と
の
関
係
汐
/
浅
間
書
画
善
会
と
上
海
書
画
研
究
会

m

留
学
保
存
会
と
神
州
国
光
社
刀
/
総
合
的
美
術
社
団
と
し
て
の
西
冷
印
社
万 4 

書
の
出
版

33 

ー
有
正
書
局
の
出
版
物
を
例
に
i

36 

書
と
出
版
の
幸
福
な
結
合

M

/
書
の
出
版
に
関
す
る
研
究
の
意
義

関
連
資
料
・
研
究
史
却
/
書
の
有
力
出
版
社
一
覧
。

最
大
手
の
有
正
書
局

U

/
出
版
程
数
と
類
別
。

影
印
書
跡
の
時
代
別
傾
向
対
/
価
格
設
定
タ

主
要
原
件
収
蔵
者
労
/
「
清
稗
類
紗
』
鑑
賞
類
へ
の
影
響
の

有
正
書
局
出
版
物
を
典
拠
と
す
る
記
事
の
/
使
え
る
資
料
、
そ
の
活
用

えヲ



第
三
章

VIII 

第
四
章

第
五
章

警
の
教
育

ー
上
海
美
術
専
門
学
校
に
お
け
る
書
の
講
義
を
例
に
i

85 

上
海
美
専
と
顧
婆
光

M

上
海
美
専
の
警
の
教
授
陣

m

「
書
法
源
流
論
」
に
お
け
る
警
の
講
義
的
A

上
海
美
専
に
お
け
る
書
の
講
義
の
位
置
労

前

節

顧

婆

光

小

伝

川

童
日
の
収
蔵

ー
羅
振
玉
の
情
報
収
集
を
例
に
i

113 

近羅尺羅 j育
代の!漬振末
石金の玉の
刻石執が収
学著筆顧蔵
の録年隻界
弱?と代光と
たの に羅
な関 118宛振
る連 て玉
i時た
梯 128 尺 114

1漬

116 
135 

輩
出
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

ー
『
集
枯
目
』

法
帖
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
胤

国
家
一
単
一
育
館
本
の
書
誌
凶

原
本
お
よ
び
毘
家
図
書
館
本
の
逓
伝
雌

「
集
帖
旦
の
背
景
と
書
学
史
的
位
置
的

の
法
帖
記
録
を
例
に
l

139 



終
章

資
料
編

次13 IX 

有
士
一
回
口
周
法
書
影
印
書
口
同
一
禍
加

『
清
稗
類
紗
」
「
鑑
賞
類
」
有
正
書
局
広
告
解
題
対
照
表

誠
一
刻
「
書
法
源
流
論
」
出

翻
刻
「
羅
雪
堂
書
一
札
」
却

翻
刻
「
集
帖
日
」
各
家
序
・
凡
例
・
口
は
録

金
石
学
・
目
録
学
の
帖
学
へ
の
影
響

157 

清
末
に
お
け
る
尺
臆
集
の
刊
行

「
尺
濃
学
」
の
可
能
性
政

訪
問
代
名
人
尺
関
」
の
刊
行
と
そ
の
後

厳
信
一
埠
編
『
二
金
蛇
堂
尺
盟
脳

留
学
保
存
会
編
「
明
代
名
人
尺
臆
七
種
」

文
明
書
局
編
「
名
人
尺
臆
愚
一
宝
』
同

陶
湘
編
『
昭
代
名
人
尺
臆
続
集
』

m

近
代
書
文
化
の
象
徴
と
し
て
の
尺
臆
集
の
刊
行

165 

i国五

あ
と
が
き

i
余
技
性
か
ら
み
た
書
文
化
の
行
方
i

168 

183 225 

161 189 

208 

229 


	0006
	0007
	0008

